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キ

ャ

●

，
９

５
月
７
日
、

夜
勤
の
疲
労
が
ピ

ー
ク
に
達
す
る
午
前
５
時
２０
分
。

神
戸
製
鋼

（
神
鋼
）

・
神
戸
製
鉄

所
で
、

２‐
歳
の
青
年
労
働
者
が

一

人
で
作
業
中
に
、

作
動
す
る
機
械

に
体
が
は
さ
ま
れ
る
重
大
事
故
が

発
生
。

２０
日
に
患
を
引
き
取
り
ま

し
た
。

安
全
を
犠
牲

そ
の
わ
ず
か
１１
日
前
、

同
じ
職

場
で
６‐
歳
の
再
雇
用
の
ベ
テ
ラ
ン

が
機
械
の
間
に
胸
を
は
さ
ま
れ
て

肋
骨
が
砕
け
て
肺
が
損
傷
す
る
と

い
う

悲

惨

な

事

故

が

あ

り
ま

し

た
。

こ
れ
ら
を
含
め
、

鉄
鋼
事
業

部
門
で
４
月
１６
日
か
ら
の
３
週
間

で
５
件
の
重
大
災
書
が
連
続
し
て

い
ま
す
。

神
鋼
は
５
月
８
日
、

鉄
鋼
事
業

部
門
安
全
非
常
事
態
宣
言
を
だ
し

ま
す
。

５
月
２‐
日
に
は
、

川
崎
博

也
社
長
が

「災
害
連
鎖
の
流
れ
を

断
ち
切
る
、

実
効
性
の
あ
る
活
動

を
展
開
す
る
よ
う
強
く
要
講
し
ま

す
」
と
の
声
明
を
発
表
。

青
年
労

働

者

ら

に
動
揺

と

不

安

が
広

が

り
（
退

職

者

も

出

始

め

て

い
ま

す
。短

期
間
に
重
大
災
善
が
連
続
す

る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し

ょ

う
か
。

一
つ
は
、

安
全
対
策
の
根
本
的

な
欠
陥
で
す
。

あ
る
ベ
テ
ラ
ン
労
働
者
は
指
摘

し
ま
す
。

「会

社

は
、

個

人

の
注

意
カ

ア

ッ
プ

を

よ

び

か

け
ま

す

が
、

危
険
を
危
険
と
思
え
な
い
労

働
者
も
い
る
。

ま
た
人
間
は
ど
ん

な
に
注
意
を
し
て
も
ミ
ス
を
す
る

も
の
で
す
。

事
故
を
防
止
す
る
設

備
対
応
が
不
可
欠
で
す
」

生
産
現
場
で
は
、

労
働
者
が
危

険
区
域
に
入

っ
た
場
合
、

設
備
が

自

動

的

に

ス

ト

ッ
プ

す

る

な

ど

「
フ

エ
ー
ル

セ
ド

フ
」

「
フ
ー

ル

プ
ル
ー
フ
」
と
呼
ば
れ
る
安
全
設

備

・
対
策
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し

神
鋼
は
、

こ
れ
ま
で
重
大
事
故
が

発
生
し

て
も
、

「不
安

全

行
動

の

撲
滅
」
を
強
調
す
る
だ
け

で
、

こ

れ
ら

コ
ス
ト
が
か
か
る
安
全
対
策

を
実
施
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
止
め
る
な
」

も
う

一
つ
が
、

生
産
性
向
上
が

追
求
さ
れ
る
過
酪
な
実
態
で
す
。

現
場
で
は
不
良
休
止
時
間
が
大
き

な
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

製
鉄
所
の
あ
る
工
程
で
は
、

複

数
の
班
が
共
同
で

一
つ
の
製
造
ラ

イ
ン
を
管
理
。

ラ
イ
ン
の

一
部

で

設
備
や
操
業
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
れ
ば
、

復
旧
ま
で
ラ
イ
ン
全
体

の
生
産
が
休
止
し
ま
す
。

こ
の
時

間
が
不
良
休
止
時
間
で
す
。

不
良
休
止
時
間
は
、

神
鋼
加
吉

川
製
鉄
所

（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

の
２
０
１
３
年
上
期

で
、

月
４
０

９
時
間
と
前
期
よ
り
悪
化
。

神
戸

製

鉄

所

で

は
上

期

１

９

１
時

間

で
、

前
期
７６
時
間
か
ら
２

・
５
倍

に
な
り
ま
し
た
。

加
首
川
製
鉄
所

の
不
農
休
止
時
間
の
損
失
は
約
１

０
０
億
円
と
も
指
摘
さ
れ
ま
す
。

会
社
が
、

不
良
休
止
時
間
の
削

減
に
躍
起

に
な
り
、

「生
産

を
止

め
る
な
」
と
い
う
圧
力
で
、

機
械

の
停
止
を
た
め
ら
う
雰
囲
気
が
広

が

っ
て
い
ま
す
。

安
全
性
も
生
産
性
も
脅
か
さ
れ

る
背
景
に
は
、

新
規
採
用
抑
制
、

８０
～
９０
年
代
の
リ
ス
ト
ラ
で

つ
く

ら
れ
た

「
Ｍ
字
型
」
年
齢
構
成
が

あ
り
ま
す
。

　

　

（
行
沢
寛
史
）

（
５
面
に
つ
づ
く
）

重大事故 3週 で5件 死亡も

「鉄
鋼
現
場
」
の
危
機

日
本
の
産
業
の
土
台
を
支
え
る
鉄
鋼
業
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
る
採
用
抑
制
、

バ
ブ

ル
崩
壊
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
で
、

い
ま
安
全

・
技
術
の
継
承
が
困
難
に
陥

っ
て
い
ま
す
。

リ

ス

ト
ラ
の
果
て
に
、

日
本
の

「も
の
づ
く
り
力
」
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
ま
す
。

2014年度に発生した鉄鋼事業部門の労働災書
発生 日 事業所 概 雲

4月 16日 加 古サ|1製鉄所
製品置き場で、400,の 翻被上を通行中に覇
到し、両手を熱傷 |

4月 26日 神 戸 製 鉄 所

4 月 2 8 末件 卜tf切首‖作 業 時 に切 肖J切粉 で指 をt

4月 29日 力R古川製鉄所

架合の上の300ちの角材を動かしていると
きに、角材が転がり落ちて、ふくらはぎを
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i頑トラの

果てに

隔
掛

樹

園

阻

盟

圏

回

（↑
面
の
つ
づ
き
）

！　

左

の

グ

ラ

フ
を

見

て
く

だ

さ

い
。

神

戸
製

鋼

の
あ

る

現

場

の
動

続
年

数
分

布

で
す
。

若

手

と

ベ
テ

ラ
ン
の
人

員
構

成

が
高

く

、
中

竪

層
が

低

く

な
る

「
Ｍ
字

型

」
を
構

成

し

て

い
ま

す

。

「
Ｍ
字

型
」

年

齢

構

成
が

も

た

ら
し

て
い
る

問

題
と

は

ど
う

い
う
も

の

か

。

神

鋼

の
あ

る

ベ

テ
ラ
ン
労

働

者

は

講

り

ま

す

。

「
現

場

で
は

、

‐５
年

か

か

っ
て
や

っ

と
自

分

の
仕

事

が

こ
な

せ
る

よ

う

に
な

る
。

し

か
し

ベ
テ

ラ

ン
が
減
り

、
中

堅
麿

が
少

な

い
た

め
、

勤
続

１０

年
末

満

の
労

働
者

が

監
督

の
最
前
線

に
立

っ
て
い

ま
す
。

そ
の
た

め
ト

ラ

フ
ル

が
起

き

て
も
す

ぐ

に
解

決

で
き
な

い
。

若

い

労

働
者

に
仕
事

を
教

え
る
余

裕

も

な
く

、
安

全

や
技

術

の

伝

承

が

で
き
な
く

な

っ
て

い

勤続年数別割合(0/。)

桜美林大学教授の吉田三千雄さん 戦

後日本鉄鋼業は日本

経済の 「発展」に基

軸 的 な 役 割 を 果 た

において世界第 1位 li

の座にありました。 |
今日でも高級鋼材を

中心に高い輸出競争力を保有 していると
いえます。

しか し1970年代後半以降は、内需低落
のもと過剰生産能力の保有の中で、労働

者肖J滅を中心とする厳 しい合理イヒと系列

企業自らを弱体化
・下請け企業を巻き込んだコス ト肖」減策
の連続でした。

「バブル」崩壊後、大規模高炉企業は

今 日の熟練労働者不足につながる正規従

業員の大幅削減と、 」FEス テール、新

国鉄住金の成立という企業再編を進展さ

せ、重大労災事故も頻発させました。

経営者は 「安全の基本動作ができてい

ない」と労災事故の買任を労働者に転嫁
するのではなく、事故に遭通 しやすい生

産現場には、熟練労働の形成 と継承を可

能 とするような計画的な正規労働者の配

困をすべきです。短期的な利潤を求めた

労働者削減は、長期的には自らの存立要

因を弱体イヒさせるで しょう。

。品質

ま

す
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

物

を
占

め

て
い
ま

す
。

阪
神

鉄

は

「
産
業

の
米

」

と
も

　

，
淡
路

大

震
災

で
生

産
が
休

い
わ
れ

、
建

築
や

造
船

な

ど
　

止

し

た
と

き

に
は

、
世

界

の

に
使

わ

れ

る
厚
板

、
自

動
車

　
自

動

車
産

業

が

震
え
上

が

っ

の
ボ

デ

ィ
ー

や
家

電
な

ど

に
　

た

と

い
わ
れ

ま
し

た
。

使

わ

れ

る
薄

板

、
自

動

車

の
　

　

そ
の
線
材

を

中

心

に
、

品

ボ

ル
ト

や
軸

、

バ
ネ

な
ど

に
　

質

不

良

が

増

大

し

て

い

ま

使

わ

れ

る
線

材

な

ど

、
各

産
　

す

。
社

内

の
品
質
検

査

で

不

業

の
材

料
を
製

造

し

て

い
ま
　

農

を

男
抜

け
ず

、
納

品
し

た

す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

自

動

車

メ
ー
カ

ー
か

ら

″
基

神
鋼
は
、

高
級
鋼
線
材
を
　
準
に
満
た
な
い
″
と
、

返
却

得
意
と
し
、

自
動
車
の
ば
ね
　
さ
れ
る
事
例
ま
で
あ
る
と
い

用
線
材
で
世
界
市
場
の
約
５０
　
ぃ
ま
す
。

一■
神
戸！

！譜
皿

■
！

５‐
～
ＳＳ
年

姑
～
５０
年

４‐
～
４５
年

鍋
～
４０
年

３‐
～
３５
年

ぉ
～
３０
年

２‐
～
２５
年

‐６
～
２０
年

‐１
～
‐５
年

６
～
‐０
年

１
～
５
年

脅 か
i神 戸 製鋼 神 戸 製 獣

所 (峯松 進 撮 影 )

「
か

つ
て
現
場

に
は

品
質

を

維
持

で
き
る
熟
練
労

働
者

が
多

く
、

設
備

ト

ラ
ブ
ル
が

起

き
た
と

き

に
は
す
ぐ

に
対

応

で
き

る
技

術
者

も

い
ま

し

た

。
し
か
し

、
８０

～
９０
年

代

の
リ

ス
ト

ラ
で

、
人

減

ら
し

が

強
行
さ
れ

一
人

作
業

が
増

え

、
食
事

も
満

足
に
と
れ

な

い

ほ

ど

に

し

く

な

り

ま

し

た
。

熟
篠
労

働
者

が
次

々

と

出
向

さ
せ
ら

れ

、
現
場

か
ら

い
な

く
な

り
ま

し

た
。

そ

の

間

、
新
規

採

用

が
抑

制

さ

れ

た

た
め

、
現
在

の
年

齢

構

成

に
な

り
ま

し
た
。

い
ま

現

場

が

劣

化

し

て

い

ま

す

」

（
べ

テ
ラ
ン
労

働
者

》

い
ま

す
。

こ
こ

に
追

い
打

ち

を

か

け

る

よ
う

に

、

ぺ
≡ど

フ
ン

労

働

者

の
退

職

時
期
が

迫

っ
て

い

ま

す
。

加

え

て

、
６０
歳

の
定

年

退

職

後

の

継

続

雇

用

制

度

で

は

、
同
じ
仕

事

で
あ

っ
て

も

賃

金

が

半
分

以

下

に
な

る

た

め

、

ベ
テ

ラ
ン

の
意

欲

を

奪

っ
て

い
ま

す
。

あ

る

ベ

テ

ラ

ン
労
働
者
は
、

「必
要
不
可
欠

の
要
員
と
し
て
現
役
と
同
じ

交
曽
勤
務
を
し
て
い
る
が
、

体
力
的
に
き

つ
い
。

同
じ
仕

事
な
の
に
、

賃
金
が
半
分

に

な
れ
ば
会
社
に
残
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
話
ル
ま
す
。

と

り
わ
け
大

き
な

影
響

を

与

え
た

の
は
人
減

ら
し

の
た

め

に
設
備
保
全

の
仕
事

が
外

注
化

さ
れ
た

こ
と

で
す

。
鉄

鋼

は
有
数

の
機
械

装

置
産
業

で
す
。

そ

の
設
備

に
関
す

る

技
術

が
社
内

に
蓄

積

さ
れ

な

く
な
り

、
設
備

ト

ラ
ア
ル

ヘ

の
対
応

力

が
大

き
く
落
ち

ま

し

た
。

機
械

が
停

止
し

て
も

原
因
が
わ

か

ら
ず

、
修
復

に

手

間
取
る
と

い
う

こ
と
が

常

態

化
し

て
い
ま
す

。

こ
の
問

題
は

、
現
場

労
働
者

が

設
備

の
特
性
や

動

き
を
十

分

に

理

解

せ
ず

、
危
険

を

認
識

し

き

れ
ず

に
作
業

に
従
事

す

る
と

い
う
安

全

問
題

に
も
直

結

し

て

い
ま
す

。

リ

ス
ト

ラ
と
あ

わ
せ

て
、

暗

い
影
を
落

と
し

て

い
る

の

が
、

「
管

理
監

笛
者

」
に
適

用

さ
れ

る
成

暴

主
義

賃

金
制

度

の
導
入

で
す
。

生
産
性
を
指
標
と
す
る

「成
果
」
で
賃
金
が
決
ま
る

た
め
、

労
働
者
が
競
争
に
追

い
立
て
ら
れ
、

安
全
よ
り
生

産
優
先
を
助
長
。

ま
た
青
年

労
働
者
に
は
仕
事
が
十
分
に

教
え
ら
れ
ず
、

失
敗
を
す
れ

ば
個
人
の
責
任
が
追
及
さ
れ

る
と
い
う
事
態
が
横
行
し
て

「
Ｍ
字

型
」

年
齢
構

造

の

問
題

は
、

神
鋼

だ

け
の
問

題

で
は
あ

り
ま

せ

ん
。

「
効
率

化
を
追

求

す

る
経

営

は
曲
が

り
角

に
き

て
い
る

の

で
は
な

い
か

。
効

率
を

犠

牲

に
し

て
で
も
人
材

を

育

て

る
、

技
術

を
高

め
る

こ
と

が

経
営

に
求

め

ら
れ

て

い
る
」

「
鉄

鋼

新

聞
」

（
３

月

２５

日
付

）

に
よ

れ
ば

、

Ｊ
Ｆ

Ｅ

ス
チ

ー
ル

の
林

田
英

治
社

長

が

３
月

、
日

本
鉄
鋼

協

会

の

特
別
講
演

会

で
こ
う
語

っ
て

い
ま

す
。

あ

わ

せ

て
、

林

田

社

長

は
、

「
現

業

系

の

監

富

者

の

急
速
な
着
返
り
が
今
の
一
番

の
課
題
」
と
指
摘
。

設
備
保

全
に
つ
い
て

「
コ
ス
ト
低
減

の
た
め
に
外
注
化
を
進
め
て

き
た
が
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
か
ら
の
出

向
社
員
が
追
職
す
る
な
ど
外

注
先
で
も
世
代
交
代
が
進
ん

で
い
る
」
と
し
て
、

穴
外
注

化
を
）
少
し
辺
戻
り
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
語
っ
た
と
し
て
い

ま
す
。

生
産
性
を
あ
げ
な
が
ら
、

安
全
性
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、

雇
用
、

労
働
条
件
の
改

善
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、

安
倍
政
権
は

「雇
用
改
毒
」
と
し
て
、

労

働
者
派
遣
法
の
大
改
悪
、

「残
業
代
ゼ
ロ
」
「過
労
死

促
進
」
の

「新
し
い
労
働
時

間
制
度
」
へ
の
改
悪
、

解
雇

し
や
す
く
低
賃
金
の

「限
定

正
社
員
」
制
度
の
導
入
な
ど

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、

労
働
者
を

「使
い
捨

て
」
に
し
、

生
産
性
、

安
全

性
、

労
働
条
件
の
す
べ
て
を

根
本
か
ら
破
壊
す
る
も
の
で

す
。鉄

鋼
生
産
と
い
う
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
職
場
で
、

品

質
と
安
全
を
守
っ
て
い
る
の

は
、
日
夜
額
に
汗
し
て
働
く

現
場
の
労
働
者

一
人
ひ
と
り

で
す
。

働
く
人
を
大
切
に
す

る
こ
と
こ
そ
、

経
済
成
長
と

産
業
発
展
に
つ
な
が
り
ま

す
。神

鋼
で
は
、

労
働
者
が

「安
全
を
考
え
る
会
」
を
発

定
さ
せ
、

安
全
性
の
向
上
に

む
け
た
運
動
を
始
め
て
い
ま

す
。

現
場
労
働
者
が
安
全

・

安
心
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

員
金
・
労
働
条
件
の
確
立
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、

歴
代
自
民
党
政
権
の
な
か
で
も
、

戦
後
最

悪
の
反
動
政
権
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
内
閣
は
、　

一
日
続
け
ば
、

そ
の
分
だ
け
、
日

本
と
国
民
に
災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、

も
は

や
明
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、

心
か
ら
呼
び
か
け
た
い
。

安
倍
政
権
打
倒
の
国
民

的
大
運
動
を
起
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
本
共
産
党
　
志
位
和
夫
委
員
長

（７
月
１
５
日
日
本
共
産
党
創
立
９
２
周
年

記
念
講
演
会
よ
り
）

日
本
共
産
党
は
全
国
に
２
万
の
党
支
部
、
３
０
万

人
を
超
え
る
党
員
を
も
ち
、

草
の
根
で
活
動
し
、

企

業
団
体
献
金
を

一
円
も
受
け
取
ら
ず
、

政
党
助
成
金
も

受
け
取
っ
て
い
な
い
政
党
で
す
。

希
望
あ
る
未
来
を
つ
く
る
政
党

「日
本
共
産
党
」

へ

の
入
党
、

働
く
も
の
の
未
来
を
照
ら
す

「し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
の
購
読
を
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。
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